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Public Sociology Project for Dialogue: 
The Perspective for Connecting Dialogue and Experience 
 































































































ウォイは指摘するのである［Burawoy: 2004, p.7］。 
 そこでブラウォイは、もう一つの公共社会学として「有機的公共社会学」（organic public 
sociology）を提起する。ブラウォイは以下のように述べる。 
 専門家集団のため 専門家以外の集団のため 
道具的知識 専門社会学 政策社会学 
反省的知識 批判社会学 公共社会学 
（図 1: Michael Burawoy “For Public Sociology”, American Sociological Review, Vol.70, 2005, 
p.11. より作成） 
上田女子短期大学紀要第四十三号 2020 


































































































































































































政治的であり、男性のルールは政治的法規となる。（Burawoy: 2007, p.372） 
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会学内部の専門家集団へと向けられたもの」（瀧川: 2007, 22,23 頁）である批判的視点を向
ける点に着目し、ミルズを批判社会学へと位置づけるのである。 
